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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第65期

第２四半期連結
累計期間

第66期
第２四半期連結
累計期間

第65期

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日

自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日

自 平成25年10月１日
至 平成26年９月30日

売上高 (千円) 76,089,975 76,517,947 150,250,756

経常利益 (千円) 767,073 843,290 1,370,958

四半期(当期)純利益 (千円) 567,990 509,640 923,579

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 584,155 1,027,552 1,417,599

純資産額 (千円) 17,404,669 19,026,773 18,144,560

総資産額 (千円) 46,425,104 50,957,608 48,973,112

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 88.48 80.28 144.48

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ─ ―

自己資本比率 (％) 37.4 37.2 36.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △842,165 △130,488 946,434

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △409,197 △204,787 △551,167

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △784,383 △171,497 △1,018,714

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(千円) 3,586,603 4,492,128 4,998,902
 

 

回次
第65期

第２四半期連結
会計期間

第66期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日

自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 18.51 28.08
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府及び日銀の経済・金融政策により、景気は緩やかな回復

基調で推移しております。しかしながら、消費税増税後における個人消費の回復は遅れており、引き続き不透明な

状況が続いております。食品流通業界におきましても、小売業で既存店売上高の前年割れが続いており、依然とし

て厳しい状況が続いております。

このような状況の下、当社は当期「新たなチャレンジと持続的な発展に向けて」をスローガンに、「新たな

“事”へのチャレンジ[変化対応]」「既存業務の更なる深堀[既存深堀]」「コスト削減の更なる徹底[体質強化]」

「考働出来る人材へ[自己成長]」の基本方針に基づき活動しております。

 

このような結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、コンビニエンスストアにおける主力得意先の売上苦戦は

あるものの、外食・加工ベンダーとの取引が好調に推移したことにより、売上高は765億17百万円（前年同期比

0.6％増）となりました。利益面では外食・加工ベンダーの売上増による利益の増加に加え、人件費の減少により

営業利益は５億65百万円（同19.0％増）、経常利益は８億43百万円（同9.9％増）となりました。四半期純利益は

５億９百万円（同10.3％減）となり、前年同期比が減少したのは前期に店舗閉鎖に伴い土地を売却したことにより

固定資産売却益を計上したためであります。

 

当社グループは、食品卸売事業及びこれらの付帯事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省

略しております。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は509億57百万円となり、前連結会計年度末と比べて19億84百万円の増加

となりました。これは主に受取手形及び売掛金が９億５百万円、投資有価証券が６億80百万円それぞれ増加したこ

とによるものであります。

また、当第２四半期連結会計期間末の負債合計は319億30百万円となり、前連結会計年度末と比べて11億２百万

円の増加となりました。これは主に支払手形及び買掛金が５億４百万円、未払法人税等が１億88百万円それぞれ増

加したことによるものであります。

さらに、当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は190億26百万円となり、前連結会計年度末と比べて８億82

百万円の増加となりました。これは主にその他有価証券評価差額金が５億21百万円増加したことによるものであり

ます。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ５億６百万円減少し、44億

92百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローの減少は、１億30百万円（前第２四半期

連結累計期間は８億42百万円のキャッシュ・フローの減少）となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利

益が８億32百万円となった一方で、売上債権の増加額が９億５百万円となったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローの減少は、２億４百万円（前第２四半期

連結累計期間は４億９百万円のキャッシュ・フローの減少）となりました。これは、主に固定資産の取得による支

出が１億84百万円となったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローの減少は、１億71百万円（前第２四半期

連結累計期間は７億84百万円のキャッシュ・フローの減少）となりました。これは、主に配当金の支払いによる支

出が95百万円となったことによるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,800,000

計 25,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,050,000 7,050,000
名古屋証券取引所　
市場第二部

単元株式数　1,000株

計 7,050,000 7,050,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年１月１日～
平成27年３月31日

― 7,050,000 ― 1,243,300 ― 1,132,800
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(6) 【大株主の状況】

平成27年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

永津邦彦 名古屋市中川区 663 9.40

トーカン社員持株会 名古屋市熱田区川並町４番８号 338 4.79

永津眞紀子 名古屋市中川区 335 4.75

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 311 4.41

トーカン友東会 名古屋市熱田区川並町４番８号 294 4.17

豊田通商株式会社 名古屋市中村区名駅４丁目９番８号 222 3.14

株式会社壱番屋 一宮市三ツ井６丁目12番23号 211 2.99

永津嘉人 名古屋市中川区 169 2.39

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２番１号 160 2.26

 株式会社大垣共立銀行
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

大垣市郭町３丁目98番
（東京都中央区晴海１丁目８番12号）

160 2.26

計 ― 2,863 40.6
 

(注) 上記のほか、自己株式が701千株（所有株式数割合9.95％）あります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― 　　　　　　　― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 701,000 　　　　　　　― 単元株式数1,000株

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,346,000 6,346 同上

単元未満株式 普通株式 3,000 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,050,000 ― ―

総株主の議決権 ― 6,346 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成27年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社トーカン
名古屋市熱田区川並町
４番８号

701,000 ― 701,000 9.94

計 ― 701,000 ― 701,000 9.94
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年１月１日から平成

27年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年10月１日から平成27年３月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,101,736 894,188

  受取手形及び売掛金 15,646,809 16,552,480

  商品及び製品 2,899,627 3,124,958

  原材料及び貯蔵品 311,646 367,343

  現先短期貸付金 3,899,170 3,599,945

  未収入金 5,192,117 5,676,326

  その他 377,467 397,116

  貸倒引当金 △1,677 △682

  流動資産合計 29,426,897 30,611,676

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,396,634 4,308,061

   土地 4,609,656 4,609,656

   その他（純額） 942,501 1,176,475

   有形固定資産合計 9,948,792 10,094,193

  無形固定資産 317,980 311,211

  投資その他の資産   

   投資有価証券 5,479,488 6,160,390

   退職給付に係る資産 72,929 65,429

   その他（純額） 3,732,855 3,720,553

   貸倒引当金 △5,830 △5,848

   投資その他の資産合計 9,279,443 9,940,526

  固定資産合計 19,546,215 20,345,932

 資産合計 48,973,112 50,957,608
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 24,654,274 25,158,363

  未払法人税等 118,120 306,152

  賞与引当金 372,929 328,903

  役員賞与引当金 19,000 7,500

  その他 3,585,685 3,654,426

  流動負債合計 28,750,009 29,455,345

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 6,844 7,104

  退職給付に係る負債 29,963 102,312

  資産除去債務 502,153 506,758

  その他 1,539,581 1,859,314

  固定負債合計 2,078,542 2,475,489

 負債合計 30,828,551 31,930,835

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,243,300 1,243,300

  資本剰余金 1,132,800 1,132,800

  利益剰余金 15,408,721 15,773,581

  自己株式 △1,124,692 △1,124,692

  株主資本合計 16,660,129 17,024,989

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,361,266 1,882,931

  退職給付に係る調整累計額 69,310 64,462

  その他の包括利益累計額合計 1,430,576 1,947,394

 少数株主持分 53,855 54,389

 純資産合計 18,144,560 19,026,773

負債純資産合計 48,973,112 50,957,608
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年３月31日)

売上高 76,089,975 76,517,947

売上原価 68,756,328 69,148,444

売上総利益 7,333,647 7,369,502

販売費及び一般管理費   

 荷造運搬費 3,228,617 3,283,012

 給料及び手当 1,123,235 1,075,177

 賞与引当金繰入額 307,836 293,566

 役員賞与引当金繰入額 9,500 7,500

 退職給付費用 53,474 40,521

 役員退職慰労引当金繰入額 257 260

 賃借料 574,567 577,177

 その他 1,561,230 1,527,122

 販売費及び一般管理費合計 6,858,718 6,804,338

営業利益 474,928 565,164

営業外収益   

 受取利息 12,619 9,726

 受取配当金 38,527 42,744

 受取地代家賃 67,403 75,168

 不動産賃貸料 72,347 73,281

 その他 159,650 137,524

 営業外収益合計 350,549 338,445

営業外費用   

 支払利息 3,339 2,294

 不動産賃貸費用 52,253 56,791

 その他 2,811 1,233

 営業外費用合計 58,404 60,318

経常利益 767,073 843,290

特別利益   

 固定資産売却益 267,073 40

 投資有価証券売却益 ― 199

 特別利益合計 267,073 239

特別損失   

 固定資産売却損 740 ―

 固定資産除却損 47,274 11,170

 特別損失合計 48,014 11,170

税金等調整前四半期純利益 986,132 832,359

法人税、住民税及び事業税 286,073 305,496

法人税等調整額 129,235 16,128

法人税等合計 415,308 321,624

少数株主損益調整前四半期純利益 570,823 510,735

少数株主利益 2,833 1,094

四半期純利益 567,990 509,640
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 570,823 510,735

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 13,332 521,665

 退職給付に係る調整額 ― △4,847

 その他の包括利益合計 13,332 516,817

四半期包括利益 584,155 1,027,552

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 581,322 1,026,457

 少数株主に係る四半期包括利益 2,833 1,094
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 986,132 832,359

 減価償却費 289,499 304,032

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） ― △4,435

 賞与引当金の増減額（△は減少） △44,656 △44,025

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,500 △11,500

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △77 △977

 受取利息及び受取配当金 △51,146 △52,470

 支払利息 3,339 2,294

 固定資産売却損益（△は益） △266,333 △40

 固定資産除却損 47,274 11,170

 売上債権の増減額（△は増加） △311,320 △905,671

 たな卸資産の増減額（△は増加） 244,657 △281,028

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,886,732 504,089

 未収入金の増減額（△は増加） 398,298 △485,728

 未払金の増減額（△は減少） △219,579 208,049

 その他 104,527 △133,997

 小計 △717,618 △57,879

 利息及び配当金の受取額 41,612 49,886

 利息の支払額 △3,311 △2,309

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △162,847 △120,185

 営業活動によるキャッシュ・フロー △842,165 △130,488

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 固定資産の取得による支出 △506,997 △184,703

 固定資産の売却による収入 342,515 100

 固定資産の除却による支出 △600 △3,781

 投資有価証券の取得による支出 △244,114 △18,022

 その他 △0 1,619

 投資活動によるキャッシュ・フロー △409,197 △204,787

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △500,000 ―

 リース債務の返済による支出 △62,491 △75,775

 自己株式の取得による支出 △125,023 ―

 配当金の支払額 △96,549 △95,161

 その他 △320 △560

 財務活動によるキャッシュ・フロー △784,383 △171,497

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,035,745 △506,773

現金及び現金同等物の期首残高 5,622,349 4,998,902

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  3,586,603 ※  4,492,128
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更並びに割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間に

ついて従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込

期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が76,784千円増加し、利益剰余金が49,633千

円減少しております。なお、損益に与える影響は軽微であります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日)

現金及び預金勘定 1,089,271千円 894,188千円

現先短期貸付金 2,499,336 〃 3,599,945 〃

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,004 〃 △2,004 〃

現金及び現金同等物 3,586,603千円 4,492,128千円
 

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成26年３月31日)

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月14日
取締役会

普通株式 96,633 15.00 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金
 

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結累計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月７日
取締役会

普通株式 95,688 15.00 平成26年３月31日 平成26年６月11日 利益剰余金
 

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成27年３月31日)

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月14日
取締役会

普通株式 95,223 15.00 平成26年９月30日 平成26年12月３日 利益剰余金
 

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結累計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月８日
取締役会

普通株式 95,223 15.00 平成27年３月31日 平成27年６月11日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自　平成25年10月１日　至　平成26年３月31日)

当社グループは、食品卸売事業及びこれらの付帯事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成26年10月１日　至　平成27年３月31日)

当社グループは、食品卸売事業及びこれらの付帯事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日)

   １株当たり四半期純利益 88円48銭 80円28銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益(千円) 567,990 509,640

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益(千円) 567,990 509,640

   普通株式の期中平均株式数(千株) 6,419 6,348
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

平成27年５月８日開催の取締役会において、当期中間配当につき、次のとおり決議いたしました。

（イ）　中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　95,223千円

（ロ）　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　 　 15円00銭

（ハ）　支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成27年６月11日

 (注) 平成27年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社トーカン(E02913)

四半期報告書

16/17



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年５月15日
 

株式会社トーカン

取　締　役　会　 御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　水  　 上 　　圭 　 祐 　 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　淺   井   明   紀   子　  印

 

　
　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トーカ

ンの平成26年10月１日から平成27年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年１月１日から平成

27年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年10月１日から平成27年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーカン及び連結子会社の平成27年３月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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